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聖書から見たソマチッド 

 

第１回 聖書が示唆する生命の最小単位 

聖書には、古代の人々が理解できる言葉で、しかし時代を超えて生命の本質を

示す数々の表現が記されています。 

その中で特に注目すべきは、「土のちり」や「血」、そして「最も小さい種」

に関する聖句です。 

これらを現代の生命科学や微小生命体の議論と重ね合わせて読むと、ソマチッ

ドのような超微小生命体の存在を示唆するものとして浮かび上がってきます。 

ソマチッドとは、カナダ人研究者ガストン・ネサンが 20世紀後半に提唱した概

念で、血液や生体組織中に存在するとされる超微小粒子です。 

彼は独自に開発した高倍率顕微鏡「ソマトスコープ」を用いて、これらの粒子

が生命環境に応じて形態を変化させると主張しました。 

現代の主流科学には受け入れられていませんが、生命の根源を問うという点で

独自の思想的価値を持っています。 

1. 創世記の「土のちり」と人間の創造 

創世記の 2章 7節には次のようにあります。 

主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこ

で人は生きた者となった。（口語訳） 

ここで「ちり」と訳されているヘブライ語「アファール」は、粉のように細か

い微小な物質を指します。 

つまり人間は、極めて小さな粒子に神の息（ルーアハ＝霊）が注がれることに

よって生命を持つ存在となった、ということです。 

現代的に読みかえてみると、この「ちり」を単なる土の粉として見るのではな

く、生命活動の最小単位である超微小存在―すなわちソマチッドと重ねることが

できます。 

ソマチッドとは、血液や体液中に超微小粒子として存在すると提唱されている
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もので、直径 0.01マイクロメートルほどのサイズとされています。 

DNA や RNA の情報に連動して形態を変化させ、生命活動に関わると主張する

研究者もいます。 

主流の学界では認められていない概念ではありますが、「ちりから命を生じさ

せる」という聖書のイメージと驚くほど親和性があります。 

神が「ちり」から人を造ったという表現は、生命の根源が目に見えないほど小

さな存在に宿っていることを暗示しているのです。 

2. 血の中にある生命とソマチッド 

また、レビ記の 17章 11節には「肉の命は血にある」と記されています。 

古代人にとって血は、命そのものを象徴するものでした。出血すれば死に至る

ことからも、それは直観的に理解されていたのです。 

しかし、現代的に見ると、この「血の中に命がある」という表現は、血液中に

存在するソマチッドのような微小存在を想起させます。 

血液は単なる液体ではなく、赤血球や白血球、血小板などの細胞、さらに、そ

の中に含まれる DNAや RNAが複雑に作用し合って命を支えています。 

その根底に、形を変えてエネルギーや情報を媒介するソマチッドのような存在

があるとすれば、「血の中に命がある」という表現は、単なる象徴を超えて、現

実的な科学的真理を示していると考えられるのです。 

つまり、「土のちり」＝ソマチッドが命の最小単位であり、それが血の中に宿

って命を支えているという読み方が可能になります。 

3. からし種の譬えと微小存在の可能性 

イエスは神の国を語るとき、「からし種」をたとえに用いられました。 

「天国は、一粒のからし種のようなものである。ある人がそれをとって畑

にまくと、それはどんな種よりも小さいが、成長すると、野菜の中でいち

ばん大きくなり、空の鳥がきて、その枝に宿るほどの木になる」。（マタ

イ福音書 13章 31～32節） 

からし種は、当時の農民が知る最も小さい種でありながら、大きな木のように

成長します。この譬えは、「最も小さなものに、偉大な可能性が秘められている」
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ことを示しています。 

もちろんこの譬えは、神の国の福音が小さな始まりから世界へ広がることを語

ったものです。 

しかし、その象徴的な構造―「最も小さなものに大いなる可能性が宿る」とい

う原理―を、現代の生命科学に類比的に重ねるなら、ソマチッドのような微小存

在に通じるものがあります。 

顕微鏡でも見えにくい極小の粒子が、DNA や RNA の情報を基盤にして形を変

え、生命エネルギーを支える機能を果たす。まさに小さなものが大きな命の営み

を導くという聖書の言葉と一致します。 

イエスが語られた「からし種」の力は、目に見えない命の最小単位に秘められ

た可能性を、直感的に示すものと解釈できるのです。 

4. 三つの聖句をつなぐ視点 

これら三つの聖句を一つの流れとして捉えると、次のような構造が見えてきま

す。 

創世記の「ちり」 → 人間は微小存在（ソマチッド）の上に造られた。 

レビ記の「血」 → その微小存在は血の中に宿り、命を支える。 

マタイの「からし種」 → 微小な存在には大きな可能性が秘められている。 

これはまるで、聖書が命の起源からその営みまでを、微小存在を通して描いて

いるようにも思えます。 

5. 結び―聖書と科学の交差点 

ソマチッドは現代科学において公式に認められてはいません。しかし、聖書の

言葉と重ねて読むと、見えないほど小さな存在が命の根幹を担うという真理を示

しているように映ります。 

「ちりから人を造る」とは、微小存在に神の息が吹き込まれ、情報とエネルギ

ーが結びついて生命となること。 

「血に命がある」とは、その微小存在が血の中で機能し、肉体を支えること。 

「からし種」の力とは、微小なものに秘められた生命の可能性を象徴すること。 

こうして見ると、数千年前の聖書は、すでに「命は目に見えぬほど小さな存在

から始まる」という真理を示していたのではないでしょうか。 
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ソマチッドをめぐる議論は今後も続くでしょう。しかし、聖書的視点から見れ

ば、それは単なる微小粒子ではなく、神が命に吹き込まれた、エネルギーと情報

を担う器である可能性があるのです。 
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第２回 「土のちり」と「命の息」 

1. 土のちり＝生命エネルギー 

主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこ

で人は生きた者となった。（創世記 2章 7節） 

ここで言う「ちり」は、生命の基盤となる物質的要素を指しています。科学的

に読み替えるなら、それはソマチッドのような超微小存在に相当するでしょう。 

ソマチッドは単なる物質ではなく、形を変え、生命エネルギーを担うと考えら

れています。つまり、「ちり」は、エネルギーの潜在力をもった物質的基盤です。 

しかし、それだけでは人はまだ「生きたもの」ではありません。そこにもう一

つの要素が必要でした。 

2. 命の息＝生命情報 

神は「命の息」を吹き込まれました。この「息」に当たるヘブライ語は「ルー

アハ」であり、新約のギリシャ語では「プネウマ」と対応します。 

いずれも「風・息・霊」という意味を担い、聖書全体で「神の霊の働き」と深

く結びついています。 

霊的に見れば、「息」とは神の御霊そのものであり、生命の情報・秩序を与え

るものです。現代的に言うなら、DNA や RNA に記録された生命情報に相当しま

す。 

ソマチッドが「形を変える能力」をもつと仮定するなら、その変化は無秩序で

はなく、情報に基づいて導かれます。 

すなわち、物質的なエネルギー（ちり）に、霊的な情報（息）が宿ることで、

初めて生命が成り立つのです。 

3. 霊と肉の一致としての生命 

この構造を整理すると次のようになります。 

土のちり（ソマチッド）＝生命エネルギー（肉的基盤） 
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命の息（御霊）＝生命情報（霊的秩序） 

霊と肉の一致＝生きた人間 

ここに、人間存在の二重性と統一性が示されています。 

人は単なる物質でも、単なる霊でもありません。エネルギーとしての「ちり」

に、情報としての「息」が吹き込まれ、一つに調和するとき、「生きた魂」にな

るのです。 

この視点から見れば、霊肉の一致は単なる神学的概念ではなく、生命そのもの

の根本構造を表しています。 

4. 聖書に見る霊肉一致の証し 

この霊肉の一致は聖書全体で一貫して語られています。 

レビ記 17 章 11 節「肉の命は血にある」 ― 血の中のソマチッド的な存在

がエネルギーを支えています。 

マタイ福音書 13 章 31～32 節「からし種は最も小さいが、大きく育つ」 ― 

小さな粒に情報と可能性が宿っていることを示します。 

ヨハネ福音書 6章 63節「人を生かすものは霊であって、肉はなんの役にも立

たない」 ― 肉だけでは命に至らず、霊的秩序が不可欠であることを強調し

ます。 

これらを合わせると、「肉体的基盤＋霊的情報＝生命」という構造が浮かび上

がります。 

5. 人間存在の神秘と召命 

この霊肉一致の構造は、人間が単なる生物学的存在を超えた「神の似姿」であ

ることを示しています。 

物質的なエネルギーとしての「ちり」に、神の霊が注がれるとき、人は単なる

生命体ではなく、神と関係を結ぶ存在へと高められるのです。 

これは、私たちが日々の生活で、霊と肉の調和を意識しなければならない理由

とも重なります。 

肉体的な営み（食事・運動・休養）を整えると同時に、霊的な営み（祈り・瞑

想・信仰）を通して「息」を受けるとき、真の健康と生きる力を得ることができ

るのです。 
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結び―ソマチッドと御霊の一致 

「土のちり＝ソマチッド」と「命の息＝御霊」を結び合わせて読むとき、聖書

の生命観は単なる比喩を超えて、科学と霊性の交差点に立ち現れます。 

物質としての最小単位に神の霊が宿る。 

エネルギーと情報が一致するとき、命が成立する。 

霊と肉が一つとなるとき、人は「生きた者」となる。 

これは古代の啓示でありながら、現代の科学探究とも不思議に呼応するメッセ

ージです。 

ソマチッドをめぐる研究が進むにつれ、聖書が語る「ちり」と「息」の神秘が、

ますます現実味を帯びてくるのではないでしょうか。 
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第３回 生命情報としての神の贖い 

1. 御霊とみ言は一体である 

ヨハネによる福音書の 1章 1節にはこうあります。 

初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。 

ここでいう「言（ロゴス）」は、単なる音声や文章ではありません。それは神

の存在そのものを表し、命を方向づける「秩序・情報」として理解できます。 

すでに第２弾の記事で確認したように、「命の息」は生命情報として人間に吹

き込まれました。その延長線上に「み言」があります。 

御霊が与える情報がみ言として現れ、それが人間を生かし、導く力となるので

す。 

2. 堕落とは「情報の断絶」 

しかし、創世記の３章に記されている通り、人間は堕落によって神との関係を

失いました。これは単なる道徳的失敗ではなく、命の息＝生命情報との断絶です。 

ちり＝エネルギーの基盤は残っていても、正しい情報が流れ込まなければ命の

秩序は保たれません。 

ソマチッドの研究者の中には、「不自然な環境に置かれたソマチッドが異常な

形態に転じ、病を引き起こす」と主張する者もいます。 

真偽はともかく、そうした類比を用いるなら、人間も霊的秩序を失うことで、

命の本来の働きが乱れ、崩れていくのです。 

ここから聖書は「復帰歴史」として、失われた情報の回復、すなわち御霊とみ

言の再注入の歩みを描いていきます。 

ロマ書８章６節には、パウロが「肉の思いは死であるが、霊の思いは、いのち

と平安とである」と語ったとあります。 

肉のみに支配される状態は「死」であり、御霊による情報が注がれるときに初

めて真の命が宿るというこの言葉は、「情報の断絶＝霊的死」という理解を力強

く裏付けています。 
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3. み言による再創造 

イエスは、「人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出る一つ一つの

言で生きるものである」（マタイ福音書 4章 4節）と語られました。 

ここでの「パン」は物質的なエネルギー、「言葉」は生命情報です。つまり、

肉体のエネルギーと霊的情報の両方があって初めて、人間は真に生きるのです。 

キリストの働きは、単に道徳的模範を示すことではなく、み言を通して、再び

失われた情報を人間に吹き込むことにありました。 

それによって人間は再創造され、霊肉一致の本来の姿を取り戻すことができる

のです。 

4. 血と肉による贖い 

さらに聖書は、御霊とみ言の働きを「血と肉」のレベルにまで具体化させてい

ます。ヨハネ福音書の 6章 53節でイエスはこう言われました。 

人の子の肉を食べず、また、その血を飲まなければ、あなたがたの内に命

はない。 

この表現は、まさに「血＝生命情報」「肉＝生命エネルギー」との深い関係を

示唆しています。 

イエスの十字架と復活によって与えられた贖いは、人類が失ってしまった生命

情報をみ言として再び与え、肉的基盤を新たに活性化させる力をもたらすのです。 

贖いの働きは抽象的な象徴にとどまらず、ソマチッドのような最小単位のレベ

ルにまで影響を与え、人間全体を霊肉ともに回復するものと見ることができます。 

5. 復帰歴史の完成へ 

歴史は「断絶した情報」をいかに回復するかという歩みでもあります。 

旧約の律法は血を通して秩序を保つものでしたが、それは部分的で不完全でし

た。イエス・キリストのみ言は御霊そのものであり、完全な生命情報として人類

に与えられました。 

将来的に聖書が預言する新しい天と地（黙示録 21章）は、エネルギー（ちり）

と情報（息）が完全に一致した世界です。 
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そこでは、命の川が流れ、命の木が実を結び、もはや死も病もない世界が実現

すると記されています。 

結び―御霊とみ言が導く新しい命 

ソマチッドを生命エネルギーの最小単位とするなら、御霊とみ言はそのエネル

ギーを正しく導く情報です。 

「ちり」だけでは死んだ存在にとどまる 

「息」が吹き込まれるときに生命となる 

み言によって秩序が回復され、霊肉一致が成し遂げられる 

こうして見ると、聖書の「贖い」とは、失われた情報を再び注ぎ込み、エネル

ギーと調和させることです。それは人間一人ひとりの内にあるソマチッドのレベ

ルにまで及ぶ、徹底した回復の業といえるでしょう。 
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第４回 水の神秘・生命を目覚めさせる霊的媒体 

1. 水とソマチッドの覚醒 

ソマチッドは、乾いた環境や極端な条件下でも長期間休眠状態で存在すると言

われています。 

そして水と触れると再び活性を取り戻し、形を変えて活動を始めると考えられ

ています。 

これはまるで、鉱物の中で眠っていたものが、水に触れることで「命の芽」を

吹き出すかのようです。 

ソマチッドにとって水は、単なる液体ではなく、覚醒の触媒であり、生命エネ

ルギーを呼び起こす神秘の媒体なのです。 

2. 植物に満ちる水―神が先に備えた生命の器 

植物、とくに野菜や果物は、その大半が水分でできています。人間や動物の体

が 60～70%の水で構成されていることを考えると、植物はさらに高い割合で水

を抱え込んでいます。 

創世記の１章に記録されている神の創造では、先に植物を地に芽生えさせ（第

３日）、その後に動物（第５日）や人間（第６日）を造られたと記されています。

そして、次のように言われました。 

「わたしは全地のおもてにある種をもつすべての草と、種のある実を結ぶ

すべての木とをあなたがたに与える。これはあなたがたの食物となるであ

ろう。また地のすべての獣、空のすべての鳥、地に這うすべてのもの、す

なわち命あるものには、食物としてすべての青草を与える」。（創世記 1

章 29節） 

神は、動物や人間に先立って水に満ちた植物を備え、それを食物として与えら

れたのです。 

これは単に栄養の供給を意味するだけでなく、ソマチッドを覚醒させ、生命の

働きを導くための秩序と見ることができます。 
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植物が水の器であり、そこから供給される水と栄養を通してソマチッドが目覚

め、人間や動物の命が支えられる。ここに創造の順序の深い意味があります。 

3. 聖書に描かれる「水と命」 

聖書には、水と命の関わりを示す表現が数多く登場します。 

創世記１章２節 「地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神

の霊が水のおもてをおおっていた。」 → 創造の初めに水はすでに存在

し、神の霊の臨在とともにあった。 

ヨハネによる福音書４章 14 節 「わたしが与える水を飲む者は、いつま

でも、かわくことがないばかりか、わたしが与える水は、その人のうちで

泉となり、永遠の命に至る水が、わきあがるであろう」 → 水は単なる

物理的なものではなく、永遠の命へと導く霊的媒体である。 

これらの聖句に通じているのは、水は生命を目覚めさせる御霊の通路というこ

とです。 

ソマチッドの覚醒作用を持つ水の働きは、聖書が伝える霊的真理を科学的に裏

付けるものと言えます。 

この水と霊の関係は、新約聖書のバプテスマの神学にも深く結びついています。 

イエスはニコデモに「よくよくあなたに言っておく。だれでも、水と霊とから

生れなければ、神の国にはいることはできない」（ヨハネ３章５節）と語られま

した。 

水は単なる清めの道具ではなく、御霊の働きを媒介し、人間を新たに生まれさ

せる霊的な器です。 

ソマチッドを生命の覚醒の媒体と考えるなら、バプテスマの水もまた、霊肉の

次元にまたがる再生の触媒として読むことができます。 

4. 人間における水とソマチッドの共鳴 

人間の体は水の器です。その中でソマチッドが活動し、生命を支えています。

血液は水を基盤とした流体であり、そこに「肉の生命」が宿るとレビ記では語ら

れています。 
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肉の命は血にあるからである。（レビ記 17章 11節） 

つまり、水はソマチッドを活性化し、ソマチッドは水を媒介にして生命情報を

受けとるという二重の関係にあるのです。これは単に生物学的な現象ではなく、

霊肉一致の神秘を象徴しています。 

5. 結び―水に宿る命の息吹 

●水は創造の初めから御霊とともにあった 

●水はソマチッドを目覚めさせ命を活性化する 

●植物はソマチッドが覚醒するための水の器として先に創造され、人間や動物

の命を養うために備えられた 

●水は単なる物質ではなく、神の生命情報と生命エネルギーをつなぐ媒介体で

もある 

こうして見ると、水は神が命を創造し、支え、回復するための根源的な道具と

言えるでしょう。 

そして、その中で活動するソマチッドは、ちりに息を吹き込む神の創造を、今

も私たちの体の中で繰り返しているのです。 
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第５回 宇宙受精説と聖書の創造 

人類の長い歴史の中で、「生命はどのように誕生したのか」という問いは常に

探究されてきました。 

現代科学の一つの説に「パンスペルミア説（宇宙胚種説）」があります。 

これは、生命の種やその前駆体が宇宙空間を旅し、隕石や彗星に乗って地球に

到達し、そこから生命が広がったという考え方です。 

この説を「ソマチッド」という視点で読み替えるとき、驚くほど深い共通点が

見えてきます。すなわち、隕石は精子、地球は卵子、ソマチッドは生命の種とし

て理解できるのです。 

本記事は科学的な証明を目的とするものではなく、聖書の創造の言葉を多角的

な視点から味わうための思索の試みです。 

宇宙受精説もソマチッドも、現時点では主流科学の外にある概念ですが、「見

えない小さなものに命の秘密が宿る」という直観の深さを、聖書の光の中で改め

て問い直す価値はあるでしょう。 

1. 隕石＝精子、地球＝卵子という比喩 

受精の瞬間、精子が卵子に到達して生命の芽が誕生するように、宇宙から飛来

した隕石が地球に衝突することは、地球という星に命をもたらす「受精」にたと

えることができます。 

精子 → 隕石：宇宙の彼方から飛来し、生命の種を運ぶ。 

卵子 → 地球：命を受け入れる器として準備されていた。 

受精 → 衝突：強烈なエネルギーの解放と同時に、新しい生命環境の誕生。 

この視点に立つと、隕石の衝突は単なる破壊的な災害ではなく、創造の一大プ

ロセスであったと見ることができます。 

2. ソマチッドがもたらされた可能性 

もし隕石の内部にソマチッドのような微小生命体が眠っていたとしたらどうで

しょうか。 

ソマチッドは極限環境にも耐え、生き残る力を持つとされます。宇宙の厳しい
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条件下でも眠り続け、地球に到達した瞬間に水と出会って目覚めたとすれば、ま

さに「生命の火種」となり得ます。 

そして、衝突の衝撃によってソマチッドが大気や海に拡散し、地球全体に広が

っていった――これは創世記の「土のちりに息が吹き込まれた」という出来事を、

宇宙的規模で再現したものと考えられるのです。 

3. 聖書の「水と霊」 

聖書では、創造の初めに「水」と「霊」が存在していたと語ります。 

神の霊が水のおもてをおおっていた。（創世記１章２節） 

ここには、隕石からもたらされたソマチッド（ちり）が、水のおもてで神の霊

と出会い、そこから命が芽生えるという、宇宙受精説と重なる構造があります。 

さらに、創世記の２章７節にもこのように記されています。 

主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこ

で人は生きた者となった。（創世記２章７節） 

土のちり＝ソマチッドが、神の霊による情報（命の息）を受け取ることで人間

が誕生した。ここに、物質と霊が結びついて命が立ち上がる神秘が描かれていま

す。 

4. 衝突と噴煙―広がる生命の種 

隕石衝突は大規模な破壊をもたらしますが、同時に地球全体に有機物や微小生

命を拡散する契機にもなります。 

火山の噴火が灰を大気中に撒き散らし、やがて地表を肥沃にするように、隕石

衝突もまた「種の散布」として機能したのかもしれません。 

もしその中にソマチッドが含まれていたなら、噴煙や雨を通して全地に広がり、

あらゆる場所に生命の萌芽をもたらした可能性があります。これは創世記の「地

に満ちよ」という言葉の原初的な成就と読むこともできます。 

5. 被造物の成長と人間の誕生 

聖書は生命の発展を段階的に描きます。 
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植物が先に芽生え（創世記 1:11–12） 

動物が地と水に満ち（創世記 1:20–25） 

最後に人間が造られた（創世記 1:26–27） 

これは、インド哲学的な思想として広く知られる「神は鉱物の中で眠り、植物

の中で目覚め、動物の中で歩き、人間の中で思惟する」という表現とも一致しま

す。 

これは、ソマチッドが鉱物（隕石）に眠り、植物で目覚め、動物で歩み、人間

で思惟するという生命の歴史を詩的に表現したものと言えるでしょう。 

6. 結び―宇宙と地球の受精としての創造 

隕石衝突を「宇宙と地球の受精」と見ると、生命の誕生は単なる偶然ではなく、

宇宙規模の神の摂理的出来事として浮かび上がります。 

隕石＝精子、地球＝卵子 

ソマチッド＝生命の種子 

衝突＝受精、噴煙＝種の散布 

水と霊＝命の息吹 

この構図は、創世記の創造物語を新しい観点で理解させてくれます。神は宇宙

のダイナミックな営みを通して、ちりに息を吹き込み、生命を誕生させられたの

です。 

私たち人間は、その流れの最終的な結晶であり、宇宙と地球の「受精」の実を

結んだ存在といえるでしょう。 


